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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ符号化プロセスにおいてサンプル適応オフセット情報を符号化するための方法で
あって、
　現在のパーティションについてのサンプル適応オフセット情報を判断することと、
　前記判断されたサンプル適応オフセット情報を使用して前記現在のパーティションにつ
いてのサンプル適応オフセットプロセスを実行することと、
　前記現在のパーティションの前記サンプル適応オフセット情報を１つまたは複数のネイ
バーパーティションのサンプル適応オフセット情報と比較することと、
　前記１つまたは複数のネイバーパーティションのうちの１つの前記サンプル適応オフセ
ット情報が前記現在のパーティションの前記サンプル適応オフセット情報と同じである場
合、マージシンタックス要素を符号化することと、前記マージシンタックス要素は、デコ
ーダが、前記１つまたは複数のネイバーパーティションのうちの前記１つの前記サンプル
適応オフセット情報から、前記現在のパーティションについての前記サンプル適応オフセ
ット情報をコピーすることを示し、
を備える方法。
【請求項２】
　前記サンプル適応オフセット情報は、オフセットタイプとオフセット値とを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記マージシンタックス要素は、前記１つまたは複数のネイバーパーティションのうち
のどのパーティションから、前記現在のパーティションについての前記サンプル適応オフ
セット情報をコピーするかを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記１つまたは複数のネイバーパーティションの前記サンプル適応オフセット情報が前
記現在のパーティションの前記サンプル適応オフセット情報と同じでない場合、予測シン
タックス要素を符号化することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　ビデオ復号プロセスにおいてサンプル適応オフセット情報を復号する方法であって、
　現在のパーティションについて、サンプル適応オフセット情報が指定されたネイバーパ
ーティションからコピーされるべきであることを示すマージシンタックス要素を、符号化
されたビデオビットストリームから取得することと、
　前記マージシンタックス要素が取得された場合、前記指定されたネイバーパーティショ
ンから前記現在のパーティションについてのサンプル適応オフセット情報をコピーするこ
とと、
　前記コピーされたサンプル適応オフセット情報を使用して前記現在のパーティションに
ついてのサンプル適応オフセットプロセスを実行することと
を備える方法。
【請求項６】
　前記サンプル適応オフセット情報をコピーすることは、前記指定されたネイバーパーテ
ィションからオフセットタイプとオフセット値とをコピーすることを備える、請求項５に
記載の方法。
【請求項７】
　前記マージシンタックス要素は前記指定されたネイバーパーティションを示すデータを
備え、前記指定されたネイバーパーティションは、複数のネイバーパーティションのうち
の１つである、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　ビデオ復号プロセスにおいてサンプル適応オフセット情報を復号するための装置であっ
て、
　符号化されたビデオビットストリームからのデータを記憶するように構成されたメモリ
と、
　前記メモリと通信し、
　　現在のパーティションについて、サンプル適応オフセット情報が指定されたネイバー
パーティションからコピーされるべきであることを示すマージシンタックス要素を、符号
化されたビデオビットストリームから取得することと、
　　前記マージシンタックス要素が取得された場合、前記指定されたネイバーパーティシ
ョンから前記現在のパーティションについてのサンプル適応オフセット情報をコピーする
ことと、
　　前記コピーされたサンプル適応オフセット情報を使用して前記現在のパーティション
についてのサンプル適応オフセットプロセスを実行することと、
　を行うように構成された、プロセッサと、
を備える装置。
【請求項９】
　前記サンプル適応オフセット情報をコピーするために、前記プロセッサは、前記指定さ
れたネイバーパーティションからオフセットタイプとオフセット値とをコピーするように
構成される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記マージシンタックス要素は前記指定されたネイバーパーティションを示すデータを
備え、前記指定されたネイバーパーティションは、複数のネイバーパーティションのうち
の１つである、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記サンプル適応オフセット情報は、オフセットタイプとオフセット値とを含む、請求
項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記マージシンタックス要素は複数のシンタックス要素を備え、前記複数のシンタック
ス要素は、前記現在のパーティションについての前記サンプル適応オフセット情報の前記
コピーすることを示すためのマージフラグと、そこから前記現在のパーティションについ
ての前記サンプル適応オフセット情報をコピーする前記指定されたネイバーパーティショ
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ンを示すためのインデックスと、を含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１３】
　前記予測シンタックス要素は、前記デコーダに、前記１つまたは複数のネイバーパーテ
ィションのうちの１つの前記サンプル適応オフセット情報から、前記現在のパーティショ
ンについての前記サンプル適応オフセット情報を導出するように命令する、請求項４に記
載の方法。
【請求項１４】
　前記マージシンタックス要素は複数のシンタックス要素を備え、前記複数のシンタック
ス要素は、前記現在のパーティションについての前記サンプル適応オフセット情報の前記
コピーすることを示すためのマージフラグと、そこから前記現在のパーティションについ
ての前記サンプル適応オフセット情報をコピーする前記１つまたは複数のネイバーパーテ
ィションのうちの前記１つを示すためのインデックスと、を含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項１５】
　前記サンプル適応オフセット情報は、オフセットタイプとオフセット値とを含む、請求
項３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記マージシンタックス要素は複数のシンタックス要素を備え、前記複数のシンタック
ス要素は、前記現在のパーティションについての前記サンプル適応オフセット情報の前記
コピーすることを示すためのマージフラグと、そこから前記現在のパーティションについ
ての前記サンプル適応オフセット情報をコピーする前記指定されたネイバーパーティショ
ンを示すためのインデックスと、を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記マージシンタックス要素は、前記現在のパーティションについての前記サンプル適
応オフセット情報の前記コピーすることを示すためのマージフラグを備える、請求項５に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記サンプル適応オフセット情報は、オフセットタイプとオフセット値とを含む、請求
項７に記載の方法。
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